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緒言

米の部分輸入自由化の開始，食糧管理法の廃止・市

場原理の導入に伴う産地問競争の激化，減反政策の継

続により，良食味志向はますます強まるであろう.食

味向上に関する研究の推進はときの流れだとしても，

安定高収量の追究は水稲生産研究の基本であり続ける

と思われる.水稲収量に関して，今までに，水稲収量

を支配する要因の多変量解析結果を報告してきた(江

頭.1989;江頭ら.1990).本報では，九州各県の市

町村別水稲収量の平均値と変動係数を計算し，対比し

た結果を報告する.本論文を，永年水稲栽培技術の向

上と普及に尽くしてこられた元福岡県農業総合試験場

筑後分場技師松永靖男氏に捧げる.

資料と方法

水稲収量のデータは昭和54年から平成2年までを，

作物統計(農林水産省統計情報部.1980-1992)から

引用し，平均値と変動係数の計算に使用した.各県の

結呆を図1から 8までに示す.表示は各県共通とし，

平均値は0.5Mgha-1幅，変動係数は2.5%幅とした.

なお，平均値の表示で例えば5.50-6.00Mgha-1と

あるのは.5.50Mg ha-1以上.6.00Mg ha-1未満で

あることを示す.変動係数の表し方も同じである.

結 果

1.福岡県(図 1-aと1-b)

水稲収量の平均値は筑後川中~下流域および矢部

川下流域の市町，遠賀川下流部の中間市と遠賀町，

山田川下流部の吉富町で高く，いずれも5.00-5.50
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Mg ha-1のレベルにあった.残りの市町村では大部

分4.50-5.00Mgha-1のレベルにあり，福岡市と北

九州市，筑豊山地，耳納山地および八女山地の町村で

は4.00-4.50Mgha-1あるいはそれ以下にあった.

変動係数は豊前東部地域の市町村，および筑後川中

流域と遠賀川流域の多くの市町で最も低く .5.0-7.5 

%であった.逆に，有明海沿岸の柳川市と大和町，筑

豊山地，耳納山地および八女山地の町村で最も高く，

10.0-12.5%であった.残りの市町村では7.5-10.0%

の範囲にあった.

水稲収量の平均値と変動係数の組み合わせにより，

県内がいくつかの地域に分けられる.筑後川下流域の

南筑平野は高い収量とやや大きな年次変動，筑後川中

流域の筑後川中流平野は高い収量と小さな年次変動，

豊前東部地域と遠賀川流域は中位の収量と小さな年次

変動で特徴づけられる.残りの地域はもっぱら中位の

収量と中程度の年次変動にあり，筑豊山地，耳納山地

および八女山地は低い収量と大きな年次変動にあった.

2.佐賀県(図 2-aと2-b)

水稲収量の平均値は佐賀平野の市町で5.50-6.00

Mg ha-1であり，九州各県のなかでは最も高いレベ

ルにあった.平均収量は，佐賀平野隣接の町村と白石

平野の各町と鹿島市で5.00-5.50Mgha ¥その周

辺と松浦地域の市町で4.50-5.00Mgha ¥ さらに

その周辺で4.00-4.50Mgha-1と，佐賀平野を中心

に同心円的に低下する傾向がみられ，背振山地の3村

では3.50-4.00Mgha-1であった.

変動係数については，佐賀平野に最も低いレベル

(5.0-7.5%)の市町が集中した.佐賀平野以外の市

町村では.一部を除いて7.5-10.0%あるいはそれ以
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上の変動係数であり，海岸から離れたところほど高く，

背振山地では12.5%以上であった.

佐賀県では，平均収量の高い市町村ほど変動係数が

低く，佐賀平野を中心にして離れるにつれて，収量は

低下し，変動係数は増大する傾向が認められた.

3.長崎県(図3-aと3-b)

水稲収量の平均値は島原半島の愛野町，吾妻町，瑞

穂町で最も高く， 5.00-5.50Mg ha-Iであった.島

原半島の残りの市町が4.50-5.00Mgha-Iと4.00-

4.50Mg ha -1，県東部で4.50-5.00Mgha に県中

部で、4.00-4.50Mgha-I，県北部と西部で3.50-4.00

Mg ha-Iと，明瞭に地域区分された.県本土に比べ

て離島の平均収量は明らかに低く，いずれの町村も

3.50-4.00Mg ha-I以下であった.壱岐で3.50-4.00

Mg ha-I，五島列島で3.00-3.50Mg

は3.00Mgha-I未満であり，九州各県のなかでは最

も低いレベルにあった.

変動係数は島原半島の市町で低く，平均値の結果と

合わせて，島原半島，とくにその北半部は県内では最

も高い収量と最も小さな年次変動で特徴づけられる.

島原半烏以外の市町村はいずれも7.5-10.0%以上の

変動係数を示し，九州各県(沖縄県を除く)のなかで

は最も高かった.とくに離島では多くの市町村が12.5

%以上と最も高いレベルの変動係数を示し，低収量で

不安定な水稲生産を予測させた.

4.熊本県(図4-aと4-b)

水稲収量の平均値は宇土市とそれに隣接する富合町，

嘉島町，天明町，飽田町で最も高く， 5.50-6.00 

Mg ha-Iであった(天明町と飽田町は現在では熊本

市の一部となっているにこの地域は白川，緑川下流

域の熊本平野に位置し，5.50-6.00Mg ha-Iの収量

レベルを記録したのは，九州ではこれら市町と佐賀平

野の市町だけであった.続いて，熊本平野河川中流域

の市町，菊池川中~下流域の菊池平野，玉名平野の市

町，南郷谷の白水村が5.00-5.50Mgha-Iの収量レ

ベルにあり，八代平野の市町では4.50-5.00Mgha-I 

であった.九州山地および筑肥山地の町村では4.00-

4.50Mg ha-I以下であり，天草諸島では北部が4.00

-4.50Mg ha-I，南部が3.50-4.00Mgha-Iであっ

た.残りの市町村は，人吉盆地も含めて4.50-5.00

Mg ha-1の収量レベルにあった.

変動係数は，山地・山間の町村でやや高いほか，大

部分の市町村で5.0-7.5%であり，熊本平野と人吉盆

地の一部の町と村，水俣市周辺，天草諸島の半数以上

の町では5.0%未満であった.福岡県，佐賀県に比べ

て，総体的には一段階低いレベルの変動係数にあり，

収量の高さと安定性を合わせて考えると，九州各県の

なかでは熊本県が最上位だと思われる.なかでも，富

合町，天明町，飽田町の最も高い収量レベルと最も低

いレベルの変動係数が特記される.

5.大分県(図5-aと5-b)

大分県では5.00-5.50Mgha-I以上の水稲収量

3.50-4.00Mg ha-1以

下の収量も県境の市町村に限られ，中津平野，宇佐平

野，大分平野に位置する市町村を含めてほぼ半数の市

町村が4.50-5.00Mgha に残り半数が4.00-4.50

Mg ha-Iのレベルにあった.

変動係数では，5.0-7.5%以下はみられず.ほぽ2/

3の市町村が7.5-10.0%，残り 1/3が10.0-12.5%の

レベルにあり， 12.5%以上もみられなかった.

大分県は県全体が均質な水稲生産性にあり，九州全

体のなかではほぼ中位の収量レベル，中程度ないしや

や大きな年次変動に位置づけられるように思われる.

6.宮崎県(図6-aと6-b)

水稲収量の平均値は都城盆地および小林盆地の市町

で高く， 4.50-5.00Mg ha-Iであり，えびの市は

県内では唯一5.00-5.50Mgha-1を記録した.五ヶ

瀬川流域，宮崎平野および県南の市町で4.00-4.50

Mg ha-Iのレベル，その聞にはさまれて3.50-4.00

Mg ha-Iの市町が分布し，九州山地の 3村では3.00

-3.50Mg ha-1であった.

変動係数は，約6割の市町村が5.0-7.5%，約 2割

ずつの市町村が5.0%未満と7.5-10.0%であった.5.0 

%未満の変動係数はえびの市，小林市など内陸部の市

町村でみられた.10.0-12.5%以上の市町村はみられ

ず，九州各県のなかでは最も安定した水稲生産状況に

あることがうかがえた.

7.鹿児島県(図7-aと7-b)

水稲収量の平均値は北部ほど高く，かっ内陸部で高

い傾向がみられ， 4.50-5.00Mg ha-1の地帯，4.00-

4.50Mg ha-Iの地帯，3.50-4.00Mg ha-Iの地帯と，

きれいな地帯区分がみられた.離島の長島と種子島で

は3.50-4.00Mgha ¥屋久島と奄美大島では3.00-

3.50Mg ha-Iと3.00Mgha-I未満の収量レベルにあっ

た.

変動係数は大口盆地および周辺の市町と奄美大島中

部の市村で5.0%未満，離島も含めて全市町村の半数

以上で5.0-7.5%であり，川内市以南，加治木町周辺，

大隅半島中部など，平野部に位置する市町で高く，

7.5-10.0%あるいは10.0-12.5%であった.
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えびの市を中心として，宮崎県の小林盆地から鹿児

島県の大口盆地に至る地帯は， 4.50-5.00Mg ha-1 

以上の平均収量と5.0%未満の変動係数を示し，南九

州、|では最も安定高収量の地帯であるように思われる.

8.沖縄県(図8-aと8-b)

継続して水稲生産がみられるのは沖縄本島南部の一

部と中部以北，それに一部の離島に限られ，水稲収量

の平均値は名護市と伊平屋村が3.00-3.50Mgha ¥ 

残りの市町村では全て3.00Mgha-1未満であり，九

州本土に比べてはるかに低い水準にあった.

変動係数については，5.0%未満から12.5%以上ま

で市町村ごとに大きな変動がみられたが，ほほ半数の

市町村では12.5%以上であった.

低収量，大きな年次変動は，沖縄県での水稲生産の

難しさをうかがわせ，気象条件のほか，台風襲来，水

利条件の不備がその要因ではないかと恩われる.

考 察

総括的にみれば，水稲収量は，佐賀平野を中心に佐

賀県の白石平野から福岡県の南筑平野に至る市町村で

高く， 5.00-5.50Mg ha-1以上の収量レベルにあっ

た.これらの地域は有明海沿岸に広がる海成ないし河

海成の沖積平野であり，粘土含量と粘土鉱物組成に支

配されて自然肥沃度が高く(日本土壌肥料学会大会運

営委員会，1971)，このことが高い水稲収量の一因で

あると思われる.一方，山地および離島では，多くの

市町村が3.50-4.00Mgha-1以下の収量レベルにあ

り，立地-水文環境の厳しさを思わせた.

九州南部(とくに宮崎県・鹿児島県)では九州北部

(とくに福岡県-佐賀県)よりも水稲収量は低い傾向

にあり，高温・多雨の気象条件が不利に作用している

ことがうかがえた.変動係数は逆に九州南部よりも九

州北部で高く，九州北部では気象の年次変動が大きい

ように恩われた.さらに，九州北部では水稲収量は河

Summary 

川下流部に位置する市町村で高く，水利条件の良さと

土壌肥沃度の高さが高収量につながっているのに対し，

九州南部では平野部よりも内陸部で高く，盆地性の気

候が安定高収量をもたらしているように恩われた.

以上みてくると，市町村別水稲収量の平均値と変動

係数の大きさには，気象特性，立地条件，水文環境，

土壌肥沃度など農業生態学的要因の違いが強く影響し

ていると結論される.

要 約

昭和54年から平成2年までの12年間の九州各県の市

町村別水稲収量データを用いて平均値と変動係数を計

算した.水稲収量の平均値は3.00Mgha-1未満から

5.50-6.00Mg ha-1の範囲にあり，変動係数は5.0%

未満から12.5%以上にわたった.収量の平均値は九州

北部の市町村で高く，変動係数は九州南部の市町村で

低い傾向がみられた.また，九州北部では収量は海岸

平野あるいは河川の下流部に位置する市町村で高かっ

たのに対し，九州南部では海岸の平野部よりも内陸部

の市町村で高い傾向がみられた.市町村別水稲収量の

高さと安定性には，市町村のおかれている農業生態学

的要因が強く影響していた.
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The average and coefficient of variation of the paddy-rice yield were calculated to the 

respective cities， towns， and villages of all prefectures in Kyushu， using the yield data 

from 1979 to 1990， to compare their rice productivity. The average yield ranged from 

less than 3.00Mg ha-1 to the level of 5.50-6.00Mg ha ¥while the coefficient of variation 

was in a range between less than 5.0% and over 12.5%.' Generally speaking， both the 

average yield and the coefficient of variation tended to be higher in the cities， towns， and 
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villages of the prefectures in the northern Kyushu. The average yie1d was in a tendency 

to be higher in the cities， towns， and villages 10cated on the coasta1 p1ain or the 10w1and 

at the 10wer stream of a river in the northern Kyushu， whereas it tended to be higher in 

the cities， towns， and villages of the in1and area than of the plain in the coast or along 

the river in the southern Kyushu. Rice productivity of the cities， towns， and villages in 

Kyushu， eva1uated by the average yie1d and coefficient of variation， was affected by 

their agroeco1ogical conditions including climatic characteristics， physiographic and 

hydrographic environment， and soi1 ferti1ity 
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